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「
山
梨
ダ
ル
グ
」

依
存
疵
の
苦
し
み
訴
え
る

甲
府
市
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催

一
流
大
の
学
生
ら
に
よ
る
大
麻
所
持
撃
件
が
相
次
ぐ
な
か
、

１３

日
、

甲
府
市
内
で
、

薬
物
依
存
症
の
克
服
を
目
指
す
組
繊
「
山
梨

ダ
ル
ク
」

な
ど
は

「
薬
物
依
存
症
セ
ミ
ナ
ー
」
を
閲
き
、

入
所
す

る
男
性
ら
４
人
が

「
私
が
大
繍
に
ハ
マ
っ
た
理
由
」

と
題
し
、

依

存
症
に
蕃
し
ん
だ
体
験
談
を
語
っ
た
。

県
警
に
よ
る
と
、

県
内
で

は
今
年
１１
月
未
ま
で
に
大
麻
取
締
法
で
３９
件
３３
人
が
糟
発
さ
れ
、

昨
年
の
２４
件
μ
人
を
上
回
り
、

過
去
”
年
で
最
多
と
な
っ
て
い

る

。

一

症「叶
帥
駝

熊
納
業
一

零
臣
農
茎
畠

９
目
辱
）

の
略
｝

日

本
初
の
民
問
薬
物
依
俘
症
リ
ハ
ビ

リ
施
般
で
、

１
９
８
５
年
に
自
勇

が
覚
せ
い
剤
中
竈
を
克
服
し
た
近

藤
憧
夫
さ
ん

（
現
日
本
ダ
ル
ク
代

表
）

が
東
京
都
荒
川
区
に
開
設
ｏ

０８
年
ｍ
月
騎
点
で
全
国
に
弘
施

設
。

山

梨
ダ

ル
ク

は

今
年

２
月
、

５１
番
目
に
開

設
さ
れ
た
。

各
ダ

ル

■

ク
は
独
一
）
採

算
制
で
、

運
営
蟹

は

．

入
所
者
に
自
治
体
か
ら
支
給
さ
れ

る
生
活
保
護
費
や
、

各
種
団
体
か

ら
の
寄
付
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

山
梨
ダ
ル
ク

（
甲
府
市
伊
勢
４

丁
目
）

は
施
設
長
・
佐
々
木
広
さ

ん
（
柵
）
ら
４
人
で
運
営
。

申
府
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会

の
ミ
シ
ェ

ル
・
ゴ

ー
チ

子
差
」
司
察
ら
会
員
３０
人
が

５
月
に
一）
蓄
上
げ
た

「
支
援
す
る

会
」
が
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い

ポ
雛
一蝋
藏
露
饗
請
奈
擦
ぷ
饗

才

．胴
擁
議
諦
恥
鈍
繊
乃
性
州
鶉
㌣
舵
饒
篶

出
た
り
、

薬
物
使
用
時
の
記
憶
が

呼
び
起
こ
さ
れ
る
か
ら
だ
」

と
い

う
ｏ入

所
者
は
大
麻
や
箆
せ
い
剤
な

一
ど
薬
物
中
護
や
、

ア
ル
コ
ー
ル
籔
一
山
梨
な
ど
の
ダ
ル
ク
ス
タ
ッ
フ
４

’ナミセ

大
麻
依
存
症
に
な
っ
た
経

縫
を
話
す
体
験
者
（
螂
日
）

蔽
さ
ん
箒

婁

ル
ク
主

ハ
ウ
ス
一
ス
タ
ッ
フ
の
霧

憂

曳
一
い
、

グ
ル
ー
プ
セ

言

－
な
一
さ
ん

一
・。
．
東
京
一

は
、

高
校
２

残
ポ
雛
籔
轄
一
狛
戎
鵬
竸
κ
。
雛
詐
誰
紳
鵬
州

る
か
ら
だ
。

を
薬
物
に
頼
っ
て
き
た
の
で
・
（
依
一
た
大
麻
樹
脂
入
り
の
ク
ッ
キ
ー

一
方
、

昏

窒
、

干

で
は

薙

竈

却
し
一
や
一

妄

畢

や
ケ
ー
キ

雲

べ
た
の
が
き
つ
か

け
。
コ
酒
に
酔
う
感
覚
だ
っ
た
」

さ
ら
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

人
が
馨

落

著

姦
纏
竈

い

三

淫

虫
塁
の
薬
物
乱
－
と
い
う
。

議
の
時
に
轟
さ
れ

つ
年

山
梨
ダ
ル
ク
の
ス
タ
ツ
フ

用
防
止
教
室
に
招
か
れ
・

嚢

談
一
る
が
、

濯

議

噌

が

ほ
。

の
一
人
、

菊
池

武
宏

さ
ん

（
３２
・

「
吸
、
つ
こ

と
カ

日

寓

そ

れ
以

外

山石
手
廉
出
身
）

は
、

〃
歳
の
時
、

が
非
日
常
で
、

大
麻
依
存
淀
の
自

先
輩
か
ら
大
麻
を
勧
め
ら
れ
、

軽

覚
は
な
か
っ
た
」

と
話
し
た
。

い
気
持
ち
で
手
を
出
し
た
と
い

ま
た
山
梨
ダ
ル
ク
を
医
療
面
で

う
。
「
ふ
わ
ふ
わ
し
た
気
持
ち
に

支
え
る
住
吉
病
院
（
甲
府
市
）
の
大

な
り
、

体
が
楽
に
な
っ
た
」。

２２

河
原
昌
夫
副
院
長
は
繭
演
で
「
大

歳
の
こ
ろ
に
は
覚
せ
い
剤
に
エ
ス

麻
依
存
の
人
は
覚
せ
い
剤
な
ど
他

カ
レ
ー
ト
。
「
補
ま
ら
な
け
れ
ぱ

の
薬
物
の
乱
用
を
始
め
る
ケ
ー

い
い
、

罪
悪
感
は
な
か
つ
た
」
と

ス
が
多
い
」

と
危
険
性
を
指
摘
。

当
時
を
振
り
返
っ
た
。

鴉
歳
の
時

「
薬
物
依
存
症
の
患
者
を
持
つ
家

に
逮
捕
さ
れ
、

懲
役
－
年
６
月
、

族
は
決
ま
っ
て
不
幸
な
生
活
を
強

執
行
猶
予
３
年
の
判
決
を
受
け
た

い
ら
れ
る
。

こ
の
現
実
を
忘
れ
な

が
、

薬
物
依
存
は
続
き

「
気
付
い

い
で
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

薬
物
依
琵

襲
管
の
自
動
糧
織

「
山
梨
ダ
ル
ク
」

と
そ
σ

支
援
会
が
１３
日
、

「
薬
物
依
存
症
セ
ミ
ナ
ー
」

を
甲
府
市

丸
の
内
２

の
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
Ｎ
Ｐ
０
セ
ン
タ

ー
で
初

め
て
開
い
た
。

全
国
で
大
学
生
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ら
が
次

々
と
大
麻
取
櫛
法
違
反
で
摘
発
さ
れ
る
中
、
薬
物
の
怖
さ

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
圃
。
ダ
ル
ク
の
ス

タ
ッ
フ
４
人
が
薬
物
依
存
症
に
普
し
ん
だ
体
験
を
宮
自
し

た
。

【
自
美

璽

「
山
梨
ダ

ル
ク
」
ス
タ
ッ
フ
ら

「
覚
せ
い

剤
に
は
低
抗
が

カ
あ
っ
た
。

一

あ
る
け
ど
、

大
麻
な
ら
大
丈

１９
歳
で
上
寮
。

さ
ら
な
る

夫
」

－

。

こ
の
日
体
験
を

刺
激
を
求
め
て
コ
カ
イ
ン
や

藷
っ
た
山
梨
ダ
ル
ク
ス
タ
ッ

合
成
麻
薬
に
も
手
を
出
し
、

フ
の
菊
池
武
宏
さ
ん
（
３２
）

２２
歳
で
覚
せ
い
剤
に

「
は
ま

は
、
岩
手
県
内
の
萬
校
に
通

っ
た
」
。

０５
年
に
箆
せ
い
剤

っ
て
い
た
π
歳
の
冊」
ろ
、

先

取
締
法
選
反

（
便
用
）
容
疑

輩
に
勧
め
ら
れ
、
軽
い
気
持

で
逮
痛
さ
れ
る
が
、

執
行
猶

ち
で
初
め
て
大
麻
を
吸
っ

予
で
釈
放
さ
れ
る
と
そ
の
足

た
。

「
ふ
わ
ふ
わ
し
て
、

気

で
ま
た
党
せ
い
剤
を
輿
い
に

持
ち
い
い
ん
だ
か
恵
い
ん
だ

慈
っ
た
。

何
慶
も
立
ち
薗
ｏ

か
分
か
ら
な
か
っ
た
」

と
い

て
仕
事
を
探
そ
う
と
し
た

う
。

た
だ
、

「
大
麻

を
吸
っ

が
、

「
求
人

誌
の
小
さ

い
事

て
い
る
自
分
は
特
別
で
、

か

を
読
む
た
め
に
糞
せ
い
剤
を

３
し
い
い
」

と
い
う
優
越
感

打
つ
。

履
歴
書
を
書
く
時
も

薬物依存瞳の瞥似み皆向
ま
た
薬
が
必
要
。

１
人
で
は

ど

う
に
も
で
き
な

く
な
っ
て

い
ま
し
た
」

菊
池
さ
ん
は
㎝
年
に
ダ
ル

ク
と
出
合
い
、

依
存
症
者
同

士
の
ミ
ｉ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
を

望
ね
る
中
で
、

薬
物
を
断
つ

こ
と
が
で
き

た
。

「
日
本
ダ

ル
ク
ア
ウ
ェ

イ

ク
ニ
ン
グ
・

ハ
ウ
ス
」
．
（
群

馬
県
藤
岡
南
）

で
施
設
長
を

務
め
る
山
本
大
さ
ん
（
４３
）

出す¢

も
、

㎎
歳
で
吸
っ
た
大
麻
を

き

っ
か
け
に
、

深
刻

な
薬
物

依
存
症
に
陥
っ
た
一
人
だ
。

山
本
さ
ん
は

「
最
初
は
み
ん

な
楽
し
む
た
め
に
薬
を
使
う

が
、
次
第
に

目
的
が
変
わ
る
。

薬
な
し
で
ほ
起
き
あ
が
る
こ

と
も
で
き
な
く

な
り
、

今

慶

は
な
ん
と
か
生
ぎ
て
い
く
た

め
に
薬
を
使
う
よ
う
に
な

る
」

と
話

し
た
。

依
存
症
患
者
を
診
察
す
る

物
の
乱
用
を
始
め
る
ケ
ー
ス

は
実
際
に
多
く

『
大
蘇
は
他

の
薬
物
依
存
へ
の
〃
導
入
薬

剤
”
出

と
の
研
究
も
あ
る
し

と
話
し
た
。

検
挙

数
過
去

墨
多

県
警
纏
織
犯
罪
対
策
課
に

よ
る
と
、

県
内
で
は
今
年
、

全
国
的
な
傾
向
と
同
様
、

大

麻
取
締
法
還
反
容
疑
の
検
挙

数
が
急
増
。

１
Ｓ
ｍ
月
の
検

住

言

病

院

挙
者
数
は
過
去
１０
年
間
で
最

長
（
甲
府
市
）

多
の
３１
人
（
３７
件
）
で
、
昨
年

の
大
河
原
昌

－
年
闇
の
１４
人

（
幽
件
）

を

夫
副
院
長
は

大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
特

薬
物
依
存
症
に
替
し
ん
だ
自
ら
の
体
験
を
語
る
山
梨

ダ
ル
ク
ス
タ
ッ
フ
の
菊
池
さ
ん

セ

ミ

ナ

ー

で
、

一
大
麻

に
は
他
の
薬

物
局
様
、

そ

れ
自
体
に
依

存
性
や
実
働

性
が
あ

る
。

大
麻
依
存
の

人
が
他
の
薬

に
２９
歳
以
下
の
若
年
腐
が
１９

人
と
６
割
以
上
を
占
め
た
。

今
年
ｍ
月
、
県
⊥ｕ
高
－
年

の
男
芋
を
合
む
蝸
歳
少
隼
２

人
が
同
法
還
反
（
所
持
な
ど
）

容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
た
ぽ

か
、

６
月
に
も
山

梨
学
院
大

４
年
の
男
子
学
生
が
同
書
疑

で
逮
捕

さ
れ
て
い

る
。

↑

平
成
二
十
年
十
一
一
月
十
九
日

山
梨
新
報
記
事

平
成
二
十
年
十
二
月
十
四
日

毎
日
新
間
記
事

（
金
）

（
臼
）

１０


